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第１章 大綱の改定について

１ 改定の趣旨と位置付け

本町では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３の規定に基づき、

本町の教育に関する基本的な計画として、教育の基本的な理念と、教育・学術及び文

化の振興に関する施策の取組方針を定める熊取町教育大綱が、２０２５年３月をもっ

て満了することに伴い、同大綱を改定するものです。

【策定・改定の経過】

２０１５年６月 策定

２０２０年３月 改定

２０２１年３月 一部改定

２ 計画期間

原則として、２０２５年度から２０２９年度までの５年間とします。なお、必要に

応じ、教育大綱の内容を見直すこととします。

３ 改定にあたっての考え方と構成

熊取町第４次総合計画における将来像の実現に向けた施策の大綱である「まちに愛

着を持てる、たくましく生きる力を持つ子どもが育つまち」を基本としつつ、だれも

がいつまでも健康でいきいきと活躍できることを念頭におきながら、社会情勢の変化

に対応する新たな視点及び国・府の教育施策を勘案して改定します。

この大綱は、本町がめざすこれからの教育の基本的な理念と取組方針を定めるもの

であり、本町の教育行政の推進にあたっては、熊取町教育方針を柱として多様な施策

を展開します。
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第２章 熊取町がめざすこれからの教育について

１ 教育に求められるもの

熊取町の教育は、日本国憲法及び教育基本法をはじめとする教育関係諸法令に基づ

き、人格の完成をめざし、個性を尊重しつつ個人の能力を伸長し、自立した人間を育

て、社会の形成者である住民を育成すること、すなわち、‘人づくり’をめざしていま

す。

この教育のめざすものはいかに時代が変わろうとも変わることはありません。人々

は、互いの人権を尊重し、生涯を通して健康で生きがいのある人生を過ごす中で、そ

れぞれの自己実現を図り、幸せな生涯を送りたいと願っています。

一方で、この教育のめざすものを実現するために求められる教育の役割や責務は、

社会経済情勢の変化と無関係ではありません。急激な少子高齢化社会の進行をはじめ、

人生１００年時代と言われる長寿化、貧困対策や児童生徒の安全確保の問題、目覚ま

しいＩＣＴの技術革新、国際化の進展、とりわけ国際社会共通の目標である SDGsの

達成等、教育を取り巻く環境が、大きく変化しています。

２０１７年３月告示の「学習指導要領」では「主体的、対話的で深い学び」の視点

に立った授業を通して資質・能力を身に着け、生涯に渡って積極的に学び続けること

を目標としており、その前文では「一人一人の児童が、自分の良さや可能性を認識す

るとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しなが

ら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手」

となることが明示されており、環境や人権・開発などの課題を主体的に考え、公正で

持続可能な社会をつくるために行動する人を育成する持続可能な開発のための教育

（ESD）が重視されています。

また、国の第４期教育振興基本計画（計画期間：２０２３年度から２０２７年度）

及び第２次大阪府教育振興基本計画（計画期間：２０２３年度から２０３２年度）に

おいても、「持続可能な社会の創り手」という学習指導要領前文に定められた目指すべ

き姿を実現することが求められることが明示されています。

加えて、２０２３年４月に施行された「こども基本法」では、次代の社会を担うす

べての子どもたちが、生涯にわたる人格形成の礎を築き、自立した個人として等しく
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健やかに成長することができ、心身の状況、置かれている環境などに関わらず、その

権利の擁護が図られ、将来に渡って幸福な生活を送ることができる社会の実現に向け

て取り組むこととされています。

社会の加速度的な変化の中でも、まさに‘生きる力’が求められています。すなわ

ち、社会的・職業的に自立した人間として、伝統や文化に立脚し、高い志や意欲を持

って、蓄積された知識を礎としながら、膨大な情報から何が重要かを主体的に判断し、

自ら問いを立ててその解決をめざし、他者と協働しながら新たな価値を生み出してい

く力が必要となります。

これらの力を身に付けるため、次代を担う子どもたちには、教育基本法の理念に基

づき、責任ある社会の一員として生きていくための基礎を育てていくことが重要です。

そのためには、学校教育はもとより、地域社会全体で教育の向上に取り組み、子ども

たちの安全・安心を確保するとともに、質の高い教育と SDGs達成のための教育環境

の整備の取組が求められます。

加えて、人生１００年時代においては、高齢者から若者まで、性別や年齢を問わず

すべての人が活躍し続けられる地域社会が必要です。文化・芸術・スポーツの分野を

含め、幅広く住民が主体的に学べる生涯学習社会の実現に向けた取組をより充実させ

ることが求められます。

熊取町がめざすこれからの教育を具現化していくためには、住民等との協働のもと

に町行政と教育委員会がち密な連携を図ることが重要です。特に教育委員会は、社会

の変化や住民の多様なニーズを的確に把握しながら、きめ細かな教育行政を推進する

とともに、適時適切にその推進状況を点検・評価し、その結果を公表するなど、住民

に対する説明責任に留意することが大切です。

２ 熊取町における教育の目標

「熊取の学びはどうあるべきか」「熊取の子どもをどのように育むか」など、将来を

見据えた教育のあり方が問われる中、熊取町は、妊娠・出産期から就学期までの充実

した子育て施策と一体的に、「教育のまち」として教育内容の充実を図ります。加えて、

教育環境の整備に努め、一人ひとりの確かな学力の向上と豊かな心の醸成を図ってま
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いります。

「住みたい 住んでよかった ともにつくる“やすらぎ”と“ほほえみ”のまち」

を将来像に策定した熊取町第４次総合計画（２０１８年～２０２７年）の「まちに愛

着を持てる、たくましく生きる力を持つ子どもが育つまち」等の理念を実現すべく、

どのような時代にあっても「自立した一人の人間」としての主体性と柔軟性をあわせ

持ち、他者との積極的な関わりの中で、心豊かにたくましく生き抜き、社会で活躍で

きる人材の育成に取り組んでまいります。
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第３章 教育の取組方針

１ 学校教育の取組方針

学校教育においては、持続可能な社会の実現に向けて、児童生徒一人ひとりが、主

体的に変化に向き合い、他者と協働しながら、よりよい社会を切り拓くことができる

よう、２０１７年３月告示の学習指導要領の趣旨を踏まえ、「生きる力」である「確か

な学力、豊かな心、健やかな体」をバランスよく育むことが求められます。

そのため、児童生徒の発達段階に応じて体系的な教育を行うとともに、各学校長の

リーダーシップとマネジメントのもとで、全教職員が参画意識を持って学校運営を進

め、組織的・計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていきます。

そして、学びの姿勢や豊かな心の育成など、いつの時代も変わらないものを大切に

しながら、今日的な教育課題の克服のため学校運営を進めていくことができるよう、

学校管理者と連携を図りながら、以下の方針に基づき取組を進めます。

・将来の予測が困難な現代において、これまで以上に必要となる基礎的・基本的な知識、

技能の習得、思考力・判断力・表現力等の育成を図るとともに、主体的に学習に取り

組む態度を養い、自ら考え将来を生き抜く力を育成します。特に本町の特長を活かし

た学生及び地域の方による学習支援ボランティア派遣事業などを活用した個に応じた

学習支援と、子どもたちが互いに学び合う学習の一体的な実現に取り組むことにより、

学びを深化させます。

・全小中学校に学校図書館司書を配置し、児童・生徒の学習支援を行うとともに、全小

中学校に外国人英語指導助手を配置するなど外国語教育の充実を図ります。

・GIGA スクール構想による１人１台端末の導入に伴い、ＩＣＴを活用した学習指導の充

実を図ります。

・個々の子どもたちの障がいの状況に応じた合理的配慮を的確に行うとともに、不登校

の子どもたちへの指導をはじめ、子どもたちの多様性や教育ニーズに適切に対応した

学びを提供します。

（１）基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得と学力の向上
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・人間性や社会性など豊かな心を育むため、道徳教育や人権教育等を推進するとともに、

グローバル化の進展等により、これまで以上に互いの人権や文化等を尊重する多様性

が求められることから、多様な体験活動や他者との対話等を通じて、他者を思いやる

心や人権感覚等を養う取組を進めます。

・生涯にわたって運動に親しむ習慣を身に付けるため、運動の楽しさ等を体験させる活

動を充実させる等、健康と体力の増進を図ります。

・あらゆる教育活動を通して、児童生徒一人ひとりの生命の大切さや善悪の判断など、

人間としての基本的な倫理観や規範意識を育成します。

・SDGsが求める社会変容に対応できる児童生徒を育成するため、生活環境、自然環境に

目を向け、持続可能な社会の実現に向けて、粘り強くあきらめない自主性、自立性を

育成するとともに、主体的に行動する意欲や態度を育みます。

・夢や志を持って挑戦し続ける力を身につけることをめざし、様々な主体と協働するこ

とにより、実社会とつながるキャリア教育を推進します。

・日々の教育活動等の課題を把握・検証し、指導方法の工夫改善を図るとともに、課題

に応じた研修を実施し、「学び続ける」教職員を組織的・継続的に育成します。

・子どもたち・保護者の個々のニーズや、社会状況の変化に向き合い、子どもたちの学

びに還元していくことができる、熱意ある優秀な教員を育成します。

・働き方改革により、子どもたちに向き合う時間はもとより、自己研鑽やワークライフ

バランスを充実させる時間を創出し、教員の指導力やモチベーションの向上に繋げま

す。

・生徒が主体的に学んだり、行動したりすることを教師は支援するという学習観の転換

が必要になっている。このような学習における「ファシリテーター」としての側面を

（２）生命や人権を尊重し、他者を思いやる豊かな人間性の育成

（３）社会の一員としての自覚と規範意識の醸成

（４）教職員の資質・能力の向上



7

持つ教師像を求めます。

・「学校教育自己診断」の実施により、学校運営体制の見直しを行うとともに、子どもや

保護者の個々のニーズに対応できるよう、地域・大学等の機関や多様な人材と連携し

た学校経営、学校組織づくりを進めます。

・いじめ、不登校といった主体的に取り組むべき課題に加え、虐待やヤングケアラーへ

の支援等、子どもたちを見守り、必要な支援につなぐという学校の福祉的役割につい

ても、十分発揮されるよう、スクールソーシャルワーカーなど専門人材等と協働を進

め、「チーム学校」を構築します。

・関係法令や規則等に基づき、教職員の勤務時間の適切な管理を行います。

・児童生徒が安心して学べる学校の安全管理体制の確立は重要な課題であり、自治会を

中心とした地域コミュニティ団体や住民活動団体等との協働による町ぐるみで子育て

を支援する体制を活かした「子ども安全デー」や、「子ども見まもり隊」の取組を進め

るとともに、スクールガード・リーダーの配置や登下校管理システムなどを活用し、

児童生徒の安全確保に努めます。

・各学校における危機管理体制の確立により、平時からの安全を確保するとともに、大

規模災害発生時をはじめ、万が一の事態にも適切な行動が可能となるよう、発達段階

に合わせて、自分の身を守る力のはぐくみをめざします。

・少子化の進行や老朽化する学校施設の現状や学童保育など、子どもの居場所づくりと

いった福祉的な視点を踏まえ、今後の熊取町の学校施設の在り方を見据えた検討を行

うとともに、安全・安心の確保に向けた学校施設の整備を計画的に進めます。

・小中学校において、ＩＣＴを効果的に活用した学習活動ができる環境整備を進めます。

（５）学校運営体制の充実と開かれた学校づくりの推進

（６）児童生徒の安全確保

（７）教育の環境や条件の整備
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・健全な心と体を培い豊かな人間性を育む基礎となるよう、栄養バランスのとれた安全

でおいしい給食の提供に努めるなど、学校給食の充実を図ります。

・経済的な理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対して必要な援助を行い、児童

生徒が均しく義務教育を受けることができる条件を確保します。
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２ 社会教育の取組方針

社会教育においては、住民一人ひとりが生涯にわたり学び続け、活躍できる環境を整

えていくことが求められます。

そのために、２０２３年２月策定の「第４次生涯学習推進計画」改訂版における４つ

の重点的に取り組むべき目標の実現に向け、生涯学習、文化芸術、運動・スポーツ、図

書館の各分野が連携・協力しながら、以下の方針に基づき取組を進めます。

・様々な年代の様々なニーズやグローバル化の進展等に伴う現代的課題の解決に向け、

町内大学や企業等との連携、地域人材の活用等による取組を進めます。

・学校・家庭・地域との連携により、学校における教育活動の支援や登下校時の見守り

等の地域学校協働活動を行い、子どもたちの安全・安心な居場所づくり、青少年の健

全育成に努めます。

・講座の実施にあたっては、世代や実情に応じた情報発信を行い、幅広い世代に向けた

学習機会を提供します。

・庁内関係部局と連携した学習機会の提供を図り、人権学習や家庭教育等の推進に努め

ます。

・文化創造の拠点である文化ホール（愛称：キテーネホール）を中心にさまざまな公演

を通じた文化・芸術の振興を図ります。

・文化・芸術活動の発表機会の充実や、新たな自主活動団体の支援に取り組むとともに

町内大学と連携したイベント等を実施します。

・多様化する住民の文化・芸術活動に対応できるよう、地域の歴史資料の収集、保存、

活用を図り、各種イベント情報など幅広い情報の収集を行い、より効果的な情報の提

供に努めるとともに、伝統文化の継承をはじめ、まちに愛着が持てる取組を進めます。

・施設の特性に応じた学習機会の提供が行えるよう、施設の環境整備に努めるとともに、

（１）生涯学習の推進

（２）文化・芸術の振興と充実
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より効率的な施設運営をめざします。

・住民ニーズに応じたスポーツ教室やスポーツ関係団体の支援、育成、大規模な大会の

誘致に加え、身近でハイレベルな競技や試合等を観戦する「観るスポーツ」への取組

など、スポーツに親しむ機会及びスポーツへの興味・関心を持つ機会の充実を図ると

ともに、誰もが気軽に参加できるスポーツイベントを開催し、生涯スポーツの推進を

図ります。

・町内大学や企業等と連携したイベントの実施やスポーツ指導者の確保、養成

に努めます。

・地域を支える情報拠点として、新鮮で適切な蔵書構成の維持に努め、地域の情報や図

書館サービス、取組について情報発信するとともに、だれもが読書に親しめる環境づ

くりを推進します。

・多様な学習活動機会の提供に努め、学びの場づくりを推進します。

・「子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの読書環境を整備します。

（３）生涯スポーツの推進

（４）図書館サービスの充実


